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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第７期
第３四半期
連結累計期間

第８期
第３四半期
連結累計期間

第７期

会計期間
自 平成28年４月１日
至 平成28年12月31日

自 平成29年４月１日
至 平成29年12月31日

自 平成28年４月１日
至 平成29年３月31日

売上高 （千円） 7,643,194 15,981,650 11,547,684

経常利益 （千円） 3,071,899 7,844,085 4,601,498

親会社株主に帰属する四半期

（当期）純利益
（千円） 2,151,624 5,660,576 3,291,803

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 2,124,730 5,666,496 3,265,363

純資産額 （千円） 9,361,276 16,313,521 10,524,887

総資産額 （千円） 13,378,669 25,933,212 16,259,993

１株当たり四半期（当期）純

利益金額
（円） 158.93 415.59 243.11

潜在株式調整後１株当たり四

半期（当期）純利益金額
（円） 148.14 387.07 226.68

自己資本比率 （％） 69.9 62.8 64.7

 

回次
第７期
第３四半期
連結会計期間

第８期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自 平成28年10月１日
至 平成28年12月31日

自 平成29年10月１日
至 平成29年12月31日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 72.15 149.32

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．「１株当たり四半期（当期）純利益金額」及び「潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額」の

算定上、株式給付信託（J-ESOP）により信託口が保有する当社株式を「普通株式の期中平均株式数」におい

て控除する自己株式に含めております。
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２【事業の内容】

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の連結子会社）が営む事業の内容について、

重要な変更はありません。また、前連結会計年度において連結子会社でありましたクリームフィールド株式会社

は、重要性が乏しくなったため、第１四半期連結会計期間より連結の範囲から除外しております。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第３四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものであります。

 

(1）業績の状況

　当第３四半期連結累計期間における我が国経済は、海外景気や個人消費の回復を背景に、企業の景況感は幅広い

業種で改善が見受けられ、地政学的リスクへの懸念はあるものの、景気は緩やかな回復基調で推移しております。

　当社グループが属するソーシャルゲーム業界を取り巻く環境については、携帯電話端末契約数が、平成29年９月

末時点において１億6,423.4万回線と増加（出典：株式会社MM総研「国内MVNO市場規模の推移（2017年９月

末）」）するとともに、国内のスマホゲーム市場規模はメーカー売上金額ベースで、2016年度が前年度比102.2％

の9,450億円と引続き成長しております。また、2017年度の国内のスマホゲーム市場規模につきましても、同

101.6％の9,600億円と 安定的な成長が予測されております。（出典：株式会社矢野経済研究所「スマホゲーム市

場に関する調査を実施（2016年）」）

　このような環境の中、当社グループは、既存タイトルの拡大と新規タイトルの投入に注力してまいりました。当

第３四半期連結累計期間においても継続してネイティブアプリの開発及び運用に経営資源を集中しており、順調に

ユーザー数が増加しております。特に、株式会社バンダイナムコエンターテインメントとの協業タイトルである

「ドラゴンボールZ ドッカンバトル」については、平成29年９月末時点において国内外累計で２億ダウンロードに

達しており、既存タイトルが良好に推移いたしました。また、新規タイトルについては、当社グループが開発した

オリジナルタイトルである「八月のシンデレラナイン」を６月に、株式会社バンダイナムコエンターテインメント

との共同開発タイトルである「アイドルマスターSideM　LIVE ON ST@GE！」を８月にリリースするとともに、当第

３四半期連結会計期間の11月には、株式会社ブシロードとの共同開発タイトルである「新テニスの王子様

RisingBeat」をリリースしており、順調に推移しております。

　この結果、当第３四半期連結累計期間の業績は、売上高15,981,650千円（前年同四半期比109.1％増）、営業利

益7,906,823千円（前年同四半期比150.3％増）、経常利益7,844,085千円（前年同四半期比155.3％増）、親会社株

主に帰属する四半期純利益5,660,576千円（前年同四半期比163.1％増）となっております。

　なお、当社グループは、全セグメントに占める「モバイルゲーム事業」の割合が高く、開示情報としての重要性

が乏しいことから、セグメントごとの記載を省略しております。

 

(2）経営方針・経営戦略等

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループが定めている経営方針、経営戦略等について重要な変更はあ

りません。

 

(3）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(4）研究開発活動

　当第３四半期連結累計期間における研究開発費は、1,576,387千円であります。

　なお、当第３四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 45,090,400

計 45,090,400

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成29年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成30年２月14日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 13,814,300 13,815,000
東京証券取引所

市場第一部

完全議決権株式で

あり、権利内容に

何ら限定のない当

社における標準と

なる株式であり、

単元株式数は100株

であります。

計 13,814,300 13,815,000 － －

　（注）「提出日現在発行数」欄には、平成30年２月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により発

行された株式数は含まれておりません。

 

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成29年10月１日～
平成29年12月31日
（注）

212,600 13,814,300 6,333 2,725,505 6,333 2,724,505

（注）１．新株予約権の行使による増加であります。

２．平成30年１月１日から平成30年１月31日までの間に、新株予約権の行使により、発行済株式総数が700株、資

本金及び資本準備金がそれぞれ437千円増加しております。
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（６）【大株主の状況】

 当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

 

（７）【議決権の状況】

 当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができないことから、直前の基準日（平成29年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしてお

ります。

 

①【発行済株式】

平成29年12月31日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） － － －

完全議決権株式（その他） 普通株式　13,595,500 135,955

完全議決権株式であり、

権利内容に何ら限定のな

い当社における標準とな

る株式であります。

なお、単元株式数は100

株であります。

単元未満株式 普通株式　　 　6,200 － －

発行済株式総数 13,601,700 － －

総株主の議決権 － 135,955 －

（注）単元未満株式欄には、当社所有の自己株式57株が含まれております。

 

②【自己株式等】

平成29年12月31日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

－ － － － － －

計 － － － － －

（注）１．上記以外に自己名義所有の単元未満株式57株を保有しております。

２．株式給付信託（J-ESOP）により信託口が保有する当社株式18,416株は、自己株式に含めておりません。なお、

当該信託口が所有している当社株式は、四半期連結財務諸表において自己株式として表示しております。

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成29年10月１日から平

成29年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成29年４月１日から平成29年12月31日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成29年12月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 11,062,656 16,712,708

売掛金 2,807,580 4,765,896

その他 151,337 688,791

流動資産合計 14,021,574 22,167,396

固定資産   

有形固定資産 350,311 460,698

無形固定資産   

ソフトウエア 264,125 274,049

のれん 673,044 763,590

無形固定資産合計 937,169 1,037,639

投資その他の資産 950,937 2,267,478

固定資産合計 2,238,418 3,765,816

資産合計 16,259,993 25,933,212

負債の部   

流動負債   

買掛金 141,709 490,391

短期借入金 18,477 －

1年内返済予定の長期借入金 525,984 822,521

未払法人税等 1,053,796 1,591,105

賞与引当金 132,815 －

株式給付引当金 24,550 18,412

その他 1,200,003 1,308,180

流動負債合計 3,097,335 4,230,611

固定負債   

社債 1,000,000 3,000,000

長期借入金 1,632,717 2,375,028

その他 5,053 14,052

固定負債合計 2,637,770 5,389,080

負債合計 5,735,105 9,619,691

純資産の部   

株主資本   

資本金 2,719,172 2,725,505

資本剰余金 2,718,172 2,724,505

利益剰余金 5,182,377 10,898,771

自己株式 △99,864 △69,601

株主資本合計 10,519,856 16,279,180

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 － 339

為替換算調整勘定 1,881 7,461

その他の包括利益累計額合計 1,881 7,801

新株予約権 3,149 26,539

純資産合計 10,524,887 16,313,521

負債純資産合計 16,259,993 25,933,212

 

EDINET提出書類

株式会社アカツキ(E32200)

四半期報告書

 8/14



（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
 前第３四半期連結累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年12月31日)

 当第３四半期連結累計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年12月31日)

売上高 7,643,194 15,981,650

売上原価 2,094,417 4,015,404

売上総利益 5,548,776 11,966,245

販売費及び一般管理費 2,389,430 4,059,422

営業利益 3,159,346 7,906,823

営業外収益   

受取利息 443 1,042

受取補償金 － 50,000

その他 1,903 995

営業外収益合計 2,346 52,038

営業外費用   

支払利息 5,167 13,920

社債発行費 － 28,109

上場関連費用 － 24,870

為替差損 18,327 24,122

賃貸費用 64,595 10,736

その他 1,703 13,018

営業外費用合計 89,793 114,776

経常利益 3,071,899 7,844,085

特別損失   

本社移転費用 103,641 －

特別損失合計 103,641 －

税金等調整前四半期純利益 2,968,257 7,844,085

法人税等 847,689 2,183,508

四半期純利益 2,120,568 5,660,576

非支配株主に帰属する四半期純損失（△） △31,055 －

親会社株主に帰属する四半期純利益 2,151,624 5,660,576
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
 前第３四半期連結累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年12月31日)

 当第３四半期連結累計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年12月31日)

四半期純利益 2,120,568 5,660,576

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 － 339

為替換算調整勘定 4,161 5,579

その他の包括利益合計 4,161 5,919

四半期包括利益 2,124,730 5,666,496

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 2,155,786 5,666,496

非支配株主に係る四半期包括利益 △31,055 －
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【注記事項】

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

　クリームフィールド株式会社は重要性が乏しくなったため、第１四半期連結会計期間より連結の範囲から除外

しております。

 

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

（税金費用の計算）

　税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会

計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

 当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額は、次

のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自 平成28年４月１日
至 平成28年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自 平成29年４月１日
至 平成29年12月31日）

減価償却費 57,476千円 165,356千円

のれんの償却額 79,083 209,463

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　平成28年４月１日　至　平成28年12月31日）

１．配当金支払額

該当事項はありません。

 

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の

末日後となるもの

該当事項はありません。

 

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　平成29年４月１日　至　平成29年12月31日）

１．配当金支払額

該当事項はありません。

 

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の

末日後となるもの

該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

　【セグメント情報等】

　当社グループは、全セグメントに占める「モバイルゲーム事業」の割合が高く、開示情報としての重要性が乏

しいことから、セグメント情報の記載を省略しております。

 

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基

礎は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　平成28年４月１日
至　平成28年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成29年４月１日
至　平成29年12月31日）

(1）１株当たり四半期純利益金額 158円93銭 415円59銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額（千円） 2,151,624 5,660,576

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純利

益金額（千円）
2,151,624 5,660,576

普通株式の期中平均株式数（株） 13,537,945 13,620,680

(2）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 148円14銭 387円07銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益調整額

（千円）
－ －

普通株式増加数（株） 985,957 1,003,599

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株

当たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜

在株式で、前連結会計年度末から重要な変動が

あったものの概要

－ －

（注）　株式給付信託（J-ESOP）により信託口が保有する当社株式を、「１株当たり四半期純利益金額」及び「潜在株式

調整後１株当たり四半期純利益金額」の算定上、期中平均株式数の計算において控除する自己株式に含めておりま

す（前第３四半期連結累計期間960株、当第３四半期連結累計期間21,771株）。

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成30年２月14日

株式会社アカツキ

取締役会　御中

 

有限責任 あずさ監査法人

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 山本　守　　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 杉山　勝　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社アカツ

キの平成29年４月１日から平成30年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成29年10月１日から平成

29年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成29年４月１日から平成29年12月31日まで）に係る四半期連結財務

諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レ

ビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表

を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠

して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社アカツキ及び連結子会社の平成29年12月31日現在の財政状

態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重

要な点において認められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以上

 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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